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第四章 台湾における扶養法の考察 ── 扶養利益喪失との関連で 









2. まとめ ── 扶養法との関係 
家事労働有償論は間接的ではあるが扶養法への影響が大きい。しかし、扶養構成を採用
しても、現状は、扶養法ないしその理論とはそれほど関係があるとは言えない。 




























第 3節 扶養喪失問題から見る台湾における親子扶養 
1. 扶養喪失問題 ── 直系血族間の扶養義務 
未成年子に対して生活保持義務があることには、ほとんど異論はない。制定法も明確に
親権と扶養の分離を示したので、養育義務論への展開は必要がない。 














第 4節 展望 
扶養法理論と不法行為法の交錯している現状に対し、本論文は扶養法を他制度から分離





を 195条 3項の身分法益に入れる。 
